
７．実現に向けて７．実現に向けて７．実現に向けて７．実現に向けて

船橋駅南口再開発事業全体構想船橋駅南口再開発事業全体構想船橋駅南口再開発事業全体構想船橋駅南口再開発事業全体構想 概要版概要版概要版概要版

１．構想見直しの趣旨１．構想見直しの趣旨１．構想見直しの趣旨１．構想見直しの趣旨

船橋駅南口周辺地区について、市街地再
開発事業等を推進し中心市街地の再構築を
図り、にぎわいと活気あふれた船橋の玄関
口の形成を実現するため、地域の現状など
を分析し、まちづくりの基本方針などをと
りまとめ昭和57年に策定した「船橋駅南口
再開発事業全体構想」を見直しするもので
す。

２．船橋駅南口周辺地区の位置づけ２．船橋駅南口周辺地区の位置づけ２．船橋駅南口周辺地区の位置づけ２．船橋駅南口周辺地区の位置づけ

○地区整備の
目標

・船橋の玄関口にふさわしいにぎわいと魅力あふれる
交流拠点とするため、都心性商業、業務、文化施設
の集積を図り、秩序ある土地の高度利用を促進する。
・周辺地区との調和や連携を図りながら、都市環境を
改善することにより、まち全体の活性化を目指す。

・まちづくり勉強会などを行い、地元権利者による合意形成を支援
・Ａ１，Ａ２街区における整備手法の検討
・都市計画決定より３０年近く経った駅前広場の再検証

５．まちづくりの基本方針５．まちづくりの基本方針５．まちづくりの基本方針５．まちづくりの基本方針

■ 周辺地区と一体となって発展していくまちづくり
・駅前広場等との一体的整備による集客施設整備
・安全で円滑な歩行者動線を整備し、回遊性を促進
・まち全体の活性化につながる再開発
・インフォメーションセンターの設置

■ 安全で安心な都市構造への変換
・建て替えや共同ビル化による施設の更新
・延焼防止を促す空間確保
・避難路や避難空間の創出

■ ひと・環境にやさしいゆとりあるまちづくり
・壁面後退を誘導し、歩行者空間を創出する
・ポケットパーク等による交流空間を創出する
・敷地内緑化、屋上緑化、自然エネルギーの利活用
・海をイメージする空間を創出する

■ 利便性の高い居住機能の導入

・子世代や親世代が住み続けられる住宅の整備

○地区の
位置付け

「船橋都市計画都市再開発の方針」で、特に
一体的かつ総合的に市街地の再開発を促進す
べき相当規模の地区に位置付けられている。

・駅周辺人口は、約50年後も現状を維持す
るものの、高齢化が進むと想定される

・船橋駅利用者が3駅合計で約47万人/日と多い

・周辺都市に、郊外型の商業施設の立地などに
より、年間商品販売額の減少傾向が続く

・駅周辺には、飲食店などの店舗が多いが
映画館など特徴的なお店が少ない。

・滞留人口は約８万人/時（休日）と、大型商
業施設のある南船橋駅周辺と同程度である。

・駅周辺の分譲マンションは契約率が高く、
需要が多い。

・オフィスは、小規模な物件が多く、フェイ
スの利用状況からみても一定程度の需要が見
込める。

・小規模の建築物が密集している。

・慢性的な交通渋滞が生じている。

・地域コミュニティの活性化

・船橋駅のポテンシャルを活かし、商業機能の
集積などによる賑わいのある船橋の玄関口の形
成が求められている。
・駅周辺には、来街者が多いが、近年周辺都市での
郊外型商業施設の立地などにより、船橋駅南口の
販売額が低下傾向にある。
・駅周辺に利便性を活かした住環境が求められてい
る。また、地域コミュニティが希薄となっている
ことからも、住環境整備が必要となっている。
・歩きやすくアクセス性の良い道路や緑のある休憩
所など憩の空間が不足している。

６．地区別整備方針・公共施設配置方針６．地区別整備方針・公共施設配置方針６．地区別整備方針・公共施設配置方針６．地区別整備方針・公共施設配置方針
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Ａ２街区Ａ２街区Ａ２街区Ａ２街区

Ｃ１街区Ｃ１街区Ｃ１街区Ｃ１街区
Ｃ２街区Ｃ２街区Ｃ２街区Ｃ２街区

主要自動車動線

歩行者デッキ

（構想も含む）

・再開発の規模を小さくし、複数連鎖的に波及さ
せる。

・街並み誘導型の地区計画などのまちづくりの
ルールを定める。

Ａ１街区Ａ１街区Ａ１街区Ａ１街区

・土地利用の高度化や複合化（ミクストユース）を図る。
・文化、情報発信の機能の集積を図る。
・様々な人々を呼込む賑わいの空間を形成する。

船橋

ロフト

創出を目指す。

すべてのエリアにおいて、道路からのセットバック、空地の確保及びペ
デストリアンデッキによる回遊性や交流を促進し、人々で賑わう空間の
創出を目指す。

Ａ１・Ａ２街区における整備背景
・都市計画道路の開通
・個々の開発が進む
・区域内における狭隘道路が存在

身の丈にあった市街地再開発事業

Ｃ１・Ｃ２街区における整備背景
・駅前交通広場の未整備
・駅前にふさわしい空間の必要性

駅前広場整備と一体となった市街地再開発事業

３．市民のニーズ３．市民のニーズ３．市民のニーズ３．市民のニーズ

４．船橋駅南口周辺の現況分析と課題４．船橋駅南口周辺の現況分析と課題４．船橋駅南口周辺の現況分析と課題４．船橋駅南口周辺の現況分析と課題

・船橋駅周辺は日常の買い物から
飲食まで広く利用されている
・また利便性が高く、お店が沢山
あることが魅力とされている
・一方で雑多で歩きづらいことが
課題とされ、歩道やデッキ、休
めるスペースの確保が求められ
ている

市の施策として力を入れるべきも
のとして、「幹線道路や生活道路
の整備」「高齢者の生きがいづく
りや在宅・介護サービスの充実」
「災害対応の充実」「子育て支援
の充実」「犯罪のない街」に次い
で、「駅周辺などの市街地の整
備」が挙げられている

・再開発に対して、前向きな考えを持っ
ている人が多い街区がある
・古くからのコミュニティが形成され、
協力の意志がある地権者がいる街区も
ある
・一方で以前はまちづくりを検討してい
たが、近年個々の開発に視点が移って
いる街区もある

・単身者が多い。

■ネットアンケート結果

（Ｈ２７．１２実施）

■市民意識調査

（Ｈ２７年度船橋市実施）

■地区内地権者ヒアリング結果

（Ｈ２８．２実施）


